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2021年 12月 23日 

【公開質問状】 

美浜原発 3号機の使用済燃料貯蔵に関する疑問点に対して説明する 

福井県民・住民・有識者が参加できる説明会を開催してください 

 
サヨナラ原発福井ネットワーク ／ 若狭連帯行ネットワーク 

 貴社ホームページに掲載されている IR 情報の中の経営方針には、「事業等のリスク」が列挙されて

います。「ｂ．財務目標達成の観点  (a) エネルギー事業」の「③原子力発電」には、以下の文言が掲

載されています。 

 

 

 

 

 

 

 これまで福井県と交わしてきた中間貯蔵施設建設候補地の確定するという約束を、貴社は 3 度にわ

たり果たせずに来ました。しかし、さかのぼること 24年前の 1997年に、使用済燃料プールの容量拡

大の了解願を提出するため、日本原電と福井県を訪れた際、2010年までに中間貯蔵施設建設を約束し

ていました。IR情報には、1997年から中間貯蔵施設建設は福井県と約束が履行できていないというこ

と（使用済燃料管理という困難な課題を抱えているということ）を、リスクとして株主に公正に伝えな

ければならないのではないでしょうか。 

電力供給という社会的にも重要な役割を担う企業が、福井県と３度にわたり約束を守らなったこと

は一般常識では理解できません。約束を守らなかった時点で、原発の運転を停止するのが厳しい競争

を生きる民間の一般常識です。原発の運転停止をしない上、私たちの疑問にも答えないのであれば、社

会的な信頼はますます落ちていくことでしょう。 

 貴社がリスクとして認識している使用済燃料の容量について、公表されている資料をもとに調べた

ところ、貴社が福井県に説明している「美浜 3 号機は 9 年は燃料交換可能」という計算を裏付けるデ

ータが見当たりません。つきましては、以下、貴社及び電気事業連合会の資料をもとに質問します。2

週間以内に文書回答の上、公開の場で説明されるよう強く求めます。 

＊＊＊＊＊＊＊ 

1. 福井県に対し説明している「美浜 3 号機は 9 年は燃料交換可能」の根拠となるデータおよび計算

方法を示してください。 

2. 美浜 3 号機の使用済燃料を「廃止措置計画中であり、かつ、新規制基準で引き上げられた新基準

地震動などへの適合性審査を受けていない 1・2号機の使用済燃料ピット」に貯蔵することは認め

られていないはずですが、それに相違ありませんか。もし、美浜 3号機の使用済燃料を 1・2号機

ピットで保管することを想定されているのであれば、そのように想定できる根拠を教えてくださ

い。 

3. 美浜 3 号機の使用済燃料ピットの管理容量について、電気事業連合会は「管理容量は、原則とし

て『貯蔵容量から１炉心＋１取替分を差し引いた容量』。なお、運転を終了したプラントについて

は、貯蔵容量と同じとしている。」（電気事業連合会「使用済燃料貯蔵対策の取組強化について（「使

使用済燃料は、発電所内の使用済燃料プールで一定期間貯蔵したあと、再処理工場へ搬出します。

万が一、プールが満杯になれば発電所を運転できなくなるため、計画的に搬出する必要があり、使

用済燃料を一時的に貯蔵できる中間貯蔵施設を設置することで、将来にわたって発電所を安定的に

運転できます。当社では、「使用済燃料対策推進計画」を策定し、福井県外の中間貯蔵施設につい

て、2023年末までに計画地点を確定、2030年頃の操業開始に向けて取り組んでいます。 



用済燃料対策推進計画」）」，2021年 5月 25日）としていますが、貴社は「貯蔵容量から１炉心を

差し引いた容量」と変更したと伺っています。これは事実ですか、事実であるとすれば、なぜ、そ

のような変更を行ったのですか。電気事業連合会の定義の場合には、使用済燃料貯蔵量が管理容量

を超えた時点で満杯の判断になりますが、貴社の場合に同様の運用をすると、1炉心分の空き容量

がピット内に存在しない状態となり、「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規

則」第 26条に違反することになります。貴社は、独自に定義した「管理容量」をどのように運用

しているのですか。 

4. 電気事業連合会の「使用済燃料貯蔵対策の取組強化について（「使用済燃料対策推進計画」）」（2021

年 5月 25日）の添付資料 2の表では、美浜発電所の使用済燃料について、2021年 3月末時点で、

１炉心 70tU、１取替分 20tU、管理容量 620tU、使用済燃料貯蔵量 470tU と記載されています。

この場合の管理容量は質問 3 に引用した電気事業連合会の定義によるものであり、管理容量＝貯

蔵容量―1炉心であり、管理容量の余裕は、管理容量－貯蔵量＝150tUとなります。これより燃料

交換可能回数＝管理容量の余裕÷１取替分＝150tU÷20tU＝7.5 回となり、「運転期間１３ヶ月、

定期検査期間３ヶ月と仮定」すると 10年に相当します。貴社の主張される 9年間燃料交換可能と

の主張はこのような計算に基づくと思われますが、いかがですか。ただし、電気事業連合会の管理

容量には、美浜 3号機の管理容量だけでなく、美浜 1・2号機の管理容量（廃止措置中なので貯蔵

容量そのもの）が含まれており、美浜 1・2号機ピットの余裕が含まれていますので、このような

計算を行うことは、質問 2の違反行為が前提になります。 

5. 高浜 3・4 号機にはすでに使用済 MOX 燃料がそれぞれ 8 体と 4 体、計 12 体が発生して貯蔵中で

あり、また、それぞれ 20体と 16体、計 36体が装荷中です。さらに、高浜 4号用の新MOX燃料

16体が 2021年 11月 17日に仏から輸送・搬入されましたが、今後も、2017年発注済の高浜 3号

機用 16 体の輸送が続き、2020 年 1 月 31 日に発注した 32 体など、MOX 燃料が仏から輸送され

続け、結果として使用済MOX燃料が高浜原発ピットの中に増え続けます。使用済MOX燃料の場

合には、使用済ウラン燃料とは異なり、崩壊熱が下がりにくく、乾式貯蔵が可能な 2kW/tU 程度

まで下がるのに、使用済ウラン燃料で 10 年のところ、使用済 MOX 燃料では 90 年かかります。

1kW/tU程度まで下げるには、使用済ウラン燃料で 50年のところ、使用済MOX燃料では 300年

もかかるのです。これでは、高浜 3・4 号が廃炉になった後も、使用済 MOX 燃料を搬出できず、

事実上「永久貯蔵」に等しい状態になるのではありませんか。貴社は、この問題をどのように解決

しようとしているのですか。 

6.  福井県原子力安全対策課を介して貴社に対話の機会をもつように依頼したところ、貴社の原子力

事業本部広報グループから対応する旨の連絡が 11 月末に入りました。ところが、「人数は 3 名に

制限、写真、録音、動画撮影はダメ」とのことでした。これでは、関西電力の説明を直接聞きたい

市民が参加できないばかりか、録音なしでは発言内容の証拠が残らないため、責任を持って市民

へ正確に知らせることもできません。本来であれば、このような重要な問題について、貴社が率先

して、県民への公開説明会を開くべきであり、人数制限の緩和と録音が許されない現状では、私た

ちが貴社との対話に応じることはできません。この上は、福井県主催の公開説明会開催を求めた

いと考えていますが、その場合、貴社はその場に出て、キチンと県民に説明する意思はあるのでし

ょうか。 

以上 


